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1. 英語科における目標に準拠した評価 

外国語教育において、学習中の外国語を用いてできることを、「～ができる」という Can-do 形

式で記述し、能力記述文一覧として指導や評価に活用していくことが広く行われるようになって

きた。その方向づけを明確に示したのが、2001 年の欧州評議会（Council of Europe）による『外

国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ言語共通参照枠（Common European Framework of 

Reference for Languages: Learning, teaching, assessment：以下、CEFR と表記）』（Council of 

Europe, 2001）の出版（英語版）である。ヨーロッパ域内で国や言語の違いを超えて、言語教育

専門家などが言語学習、教授法、評価法に関する相互理解やコミュニケーションを促進するため

の基盤となる共通参照枠組みを CEFR として提示した。「全体的な尺度」として 6 段階の言語熟達

度レベルを例示的能力記述文で表現し、より詳細に「理解すること（リスニング）、（リーディン

グ）」、「話すこと（やりとり）、（表現）」、「書くこと」の領域ごとに言語熟達度を 6 段階の能力記

述文で表現し、「自己評価表」として共通参照レベルを提示している。 

CEFR は 40 か国語に翻訳され、今ではヨーロッパ域外の外国語教育においても普及している。

日本の外国語教育でも、外国語を用いてできることを Can-do 形式で表現し、指導や評価に活用し

ていくことが近年行われるようになってきた。文部科学省設置の「外国語能力の向上に関する検

討会」では、現行学習指導要領が実施されるのにあわせて 2011 年 6 月に、「国際共通語としての

英語力向上のための 5 つの提言と具体的施策」をとりまとめた（文部科学省外国語能力の向上に

関する検討会、2011）。その中で、「生徒に求められる英語力について、その達成状況を把握・検

証する」こととし、中学校卒業段階で英検 3 級程度、高等学校卒業段階で 2 級～準 2 級程度を目

安にするという「行動計画」（文部科学省、2003）の着実な実現を目指すことに加えて、各中・高

等学校では、学習指導要領に基づき生徒に求められる英語力を達成するための学習到達目標を、

英語を用いて「～ができる」という「CAN-DO リスト」の形で具体的に設定することとした（提言

1）。このことで、学習指導要領の内容を踏まえた指導方法や評価方法の工夫改善がなされること、

生徒の英語力の水準向上につながること、さらに小中高等学校で一貫性のある学習到達目標を作

成することで、小中高連携した英語教育の実現も可能となることが期待されるとしている。 
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提言 1を受けて、各学校において学習到達目標を「CAN-DO リスト」形式で設定し活用する際の

参考として、文部科学省は 2013 年 3 月に、『各中・高等学校の外国語教育における「CAN-DO リス

ト」の形での学習到達目標設定のための手引き』（以下『手引き』と表記）を公表した（文部科学

省初等中等教育局、2013）。『手引き』では、学習指導要領に基づき生徒が身につける能力を、「外

国語表現の能力」と「外国語理解の能力」の 2 観点について、各学校の生徒の学習の状況や地域

の実態等を踏まえた上で、言語を用いて「～することができる」という形で卒業時の学習到達目

標として設定すること、さらに学年ごとにも学習到達目標を設定することとし、これらを年間の

指導と評価の計画へ反映させることを通して指導と評価の一体化を図ることとした。 

文部科学省は提言 1 の達成状況を把握するために、毎年実施の「英語教育実施状況調査」で、

「CAN-DO リスト」形式で学習到達目標を設定する学校の割合を中学校と高等学校に分けて公表し

ている。平成 28 年度調査では、「CAN-DO リスト」形式で学習到達目標を設定する学校が、高校で

88.1%、中学校で 75.2%と、平成 25 年度の調査以来急速に増加し高水準となった一方で、設定し

た目標を公開している学校は 3 割未満と低く、目標の達成状況を把握している割合も半分以下で

あり、「CAN-DO リスト」の活用が現在の課題と捉えている（文部科学省、2017）。 

以上のように、各学校では英語科の学習到達目標を「CAN-DO リスト」形式で示すことになった

が、観点別学習状況の評価との関係でいえば、学習到達目標は 2 観点のみに対応しており、目標

に準拠した評価を行うためには、他の 2 観点をどう扱うかという点が課題となる。文部科学省は

学習評価の在り方として、学習指導要領に示す目標に照らしてその実現状況を把握する評価（目

標に準拠した評価）を行うために、各教科で観点別学習状況の評価と、観点ごとの評価を評定と

して総括する方針を確認している（文部科学省初等中等教育局教育課程課、2010）。現行学習指導

要領下では、各教科で学習指導のねらいが生徒の学習状況として実現された場合に「関心・意欲・

態度」、「思考・判断・表現」、「技能」及び「知識・理解」の 4 観点においてどのような状態にな

っているかを具体的に評価規準として設定することとした。外国語科ではこの 4 観点を「コミュ

ニケーションへの関心・意欲・態度」、「外国語表現の能力」、「外国語理解の能力」及び「言語や

文化についての知識・理解」に対応させ、「聞くこと」「話すこと」「読むこと」及び「書くこと」

を内容のまとまりとし、それぞれ 4観点で評価規準を設定することとした（国立教育政策研究所、

2011）。「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」と「言語や文化についての知識・理解」に

ついては「～している」という表現で、「外国語表現の能力」と「外国語理解の能力」については

「～ができる」という表現で、4技能ごとに目標に到達した評価規準の設定例が示されている。 

しかし『手引き』によると、「CAN-DO リスト」形式で学習到達目標を設定するのは、「外国語表

現の能力」と「外国語理解の能力」の 2 観点である。残りの 2 観点については、『手引き』の 13

頁で、「なお、観点別学習状況の評価においては、「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」

及び「言語や文化についての知識・理解」の観点を合わせて評価することになる。」との記述があ

るのみである。文部科学省の英語教育実施状況調査では、「CAN-DO リスト」形式での学習到達目

標の設定と活用の割合が都道府県別に公表し比較されるので、教育現場では「CAN-DO リスト」形

式で目標が設定される 2観点のほうにより注意が向くことになる。実際、『手引き』をもとに、各

教育委員会では「CAN-DO リスト」の設定や活用についての指針を示しているが、それらの多くは

『手引き』で指摘されている通り、「外国語表現の能力」と「外国語理解の能力」の 2観点のみを
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扱い、あとの観点については言及のないものが多い（島根県義務教育庁義務教育課、2014；吉村・

冨田・川崎、2016 など）。その中で兵庫県教育委員会は、4 技能の「兵庫版基本 CAN-DO リスト」

（「外国語表現の能力」と「外国語理解の能力」の 2 観点）に加えて、「英語学習を支える 3 領域

チェックリスト」として「関心・意欲・態度」、「論理的思考力」、「文化理解」の 3 領域を設定し、

包括的な目標の設定と活用を提案している（兵庫県教育委員会、2015）。 

学習指導要領の目標に準拠した評価を着実に実施していくためには、「外国語表現の能力」と「外

国語理解の能力」の 2観点における「CAN-DO リスト」形式での学習到達目標の設定とともに、「コ

ミュニケーションへの関心・意欲・態度」及び「言語や文化についての知識・理解」の観点につ

いても学習指導要領に基づいた目標設定をし、観点別学習状況の評価を実践していくことが、目

標と指導と評価の一体化を図ることにつながり、これまでの文部科学省の学習評価の方針とも整

合性がとれるではないかと考えられる。 

本稿は、中学校英語科における目標に準拠した評価を上記の視点から着実に実行するために、

生徒が目指す姿を具体的に目標として記述した上で、「CAN-DO リスト」形式の学習到達目標を設

定し、生徒とこれらの目標を共有することで、目標・指導・評価の一体化に取り組んだ横浜国立

大学附属鎌倉中学校英語科の実践報告である。本稿の目的は、下記の 2点である。 

１．附属鎌倉中学校において、英語科の目標をどのように設定したかを明らかにする。 

２．目標の達成状況を、どのように評価し、指導の改善に活かそうとしたかを検討する。 

 

2. 附属鎌倉中学校英語科における目標に準拠した評価の実践 

2-1 目標の具体化への取組 

(1) 学校のチーム英語科として育てたい生徒の「目指す姿」を明確にする 

 附属鎌倉中学校では、学習到達目標を作成するにあたり、社会の変化の主な動向等に着目しつ

つ、今後求められる資質や能力を効果的に育成する観点」（国立教育政策研究所、2013）に基づき、

まず教師自身が今の社会の動向を捉え直しチーム英語科としてどのような生徒の育成を目指して

いくのかを明確にすべきであると考えた。そこでまず、学校教育目標から出発することとした。

附属鎌倉中学校の学校教育目標は下記のとおりである（横浜国立大学附属鎌倉中学校、2015）。 

豊かな心を持ち、国際社会をたくましく生きていく人間への成長を願い、次のような生徒を育

成する。 

・はっきりした自分の目標を持ち、自己実現をめざし、自分のよさを発揮する生徒。 

・思いやりの心を持ち、互いの尊さを認め合い、共に生きることに喜びを見いだせる生徒。 

・社会の一員であることを自覚し、力を合わせてよりよい社会をつくろうと努める生徒。 

学校教育目標に示される「国際社会」の現状を、英語科の教員は「地球規模の課題、例えば、

平和、格差社会、エネルギー、環境問題など、一国・個人の取り組みだけでは解決できない課題

や山積している社会」と捉えた。そして、学校教育目標と学習指導要領（文部科学省、2008）に

示される外国語科の目標を重ね合わせて、次のような生徒の育成を目指すべきであると考えた。 

・自分のよさを発揮する生徒 ＝ 積極的に自分の気持ちや考えを表現する生徒 

・互いの良さを認め合う生徒 ＝ 積極的に他者の気持ちや考えを理解する生徒 

・力を合わせてよりよい社会をつくろうとする生徒 ＝ 異なる文化をルーツにもつ人とも協
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力し、問題解決に向けて自分の気持ちや考えを積極的にやりとりする生徒 

以上の考えに基づいて、卒業後の目指す姿を「他者や世界に関心をもち、よりよい社会の構築

と自己実現のために、英語を学び続け、自分の気持ちや考えを積極的にやりとりする市民」と設

定した。また、各学年での「目指す姿」を段階的に設定した。この「目指す姿」は、現行の学習

指導要領や『論点整理』（教育課程企画特別部会、2015）を参考にし、附属鎌倉小学校との小中

連携を進める中で改善を重ね、図 1のようにまとめた。 

 

図 1 附属鎌倉小学校・附属鎌倉中学校の各学年で生徒が目指す姿（英語科）(2016 年度版) 

  

この「目指す姿」は、「英語をコミュニケーションの手段として扱う能力を身につけた上で、

どのように他者や世界と関わって欲しいか」を具体的に表現したものであり、「知識・技能」「思

考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」の「3つの柱」として中央教育審議会

答申に示された「資質・能力」（中央教育審議会、2016）を総合的に捉えて記述をした。 

 

(2) 「目指す姿」から「学習到達目標」へ 

「目指す姿」の作成を通して、特に「気持や考えをやりとりする力」を育てたいという願いを

英語科教員で共有した上で、各学年の学習到達目標を「CAN-DO リスト」の形式で設定した。その

際、CEFR-J（投野編、2013）を参考にし、話すことを「やりとり（Spoken Interaction）」と「発

表（Spoken Production）」に分けて 5領域で設定した。表 1が、附属鎌倉中学校の学年別学習到

達目標（2016 年度版）である。 

能力記述文の作成に当たっては、①どのような内容について（言語活動の内容）、②どのような

条件で（「ゆっくり話されれば」や「補助資料などを用いて」など）を示すようにした。 

話すこと（やりとり）と話すこと（発表）の能力記述文は当初、1年生は 1分間、2年生は 2分

間、3年生は 3分間という条件が示されていたが、3年生では単にコミュニケーションを継続した

り、長い時間話すことを求めるのではなく、目的・場面・状況に合わせて適切なやりとりをした

り、適切な補助資料を用いたり、まとまりよく話したりすることができるようになってほしいと

いう願いを込めて、表 1のような表現にした。 

書くことについては、1年生では「たくさん」、2年生では「まとまりよく」、3 年生では「一貫

性のある文で」と、能力記述文に段階をつけて表現をした。 

聞くことと、読むことの能力について、次期中学校学習指導要領外国語科（文部科学省、2017）

では、①概要を捉える、②必要な情報を読み［聞き］とる、③要点を捉える、の 3つの聞き方と
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読み方が書き分けられている。附属鎌倉中学校で使用している検定教科書『Sunshine English 

Course』（松畑・佐野監修、2014）の 1～3年生を概観すると、使える語彙や表現が増えてくる 2

年生以降になって、物語や説明文など、様々なタイプの文章がでてくる。こうした理由から、1

年生では、概要をつかんで読んだり聞いたりすることを目標にし、2年生以降で目的に合わせて

「的確に読み取みとる」ことを能力記述文として記述した。 

また、2015 年度末に現行指導要領を見直した際、技能統合的な力の育成を目指した指導が十分

にできておらず、目標にも明確に示すことができていなかったため、2016 年度は、5領域の到達

目標とは別に、1～3年生の発達段階に応じた、技能統合的な力を明記した。 

 

表 1 附属鎌倉中学校英語科の学年ごとの学習到達目標（CAN-DO リスト）（2016 年度版） 

１年生 ２年生 ３年生 

≪話す力(やりとり)≫ 
自分自身や身の回りのことについ
て、教師または友人と、手元にあ
る写真や資料を用いながら、（１分
間程度）会話を続けることができ
る。 
≪話す力（発表）≫ 
自分自身や身の回りのことについ
て、１分程度の発表をすることが
できる。 
 
≪書く力≫  
自分自身や身の回りのことについ
て、たくさんの英文を書くことが
できる。 
≪聞く力≫  
身の回りのことについて、まとま
りのある英文を聞いて、概要を理
解することができる。 
 
≪読む力≫  
身の回りのことについて、書かれ
た簡単な英文を読み、その概要を
理解することができる。 
 
 
≪統合的な力≫  
身の回りのことについて、聞いた
り読んだりした内容について、簡
単に伝えることができる。 

≪話す力（やりとり）≫  
身近なテーマについて、教師また
は友人と手元にある写真や資料を
用いながら、２分間程度会話を続
けることができる。 
 
≪話す力（発表）≫ 
・身近なテーマについて、２分程
度の発表をすることができる。 
 
 
≪書く力≫  
身近なテーマについて、自分の気
持ちや考えを含んだ、まとまりあ
る英文を書くことができる。 
≪聞く力≫  
身近なテーマについて、話される
まとまりのある英語を聞いて、内
容を的確に理解することができ
る。 
≪読む力≫  
身近なテーマについて書かれたま
とまりのある文を読み、内容を的
確に理解することができる。 
 
 
≪統合的な力≫  
身近なテーマについて聞いたり読
んだりしたことについて、自分の
気持ちや考えを伝えることができ
る。 

≪話す力（やりとり）≫  
身近なテーマについて、他者が話
したことについて、手元にある写
真や資料を用いながら、適切なや
りとりすることができる。 
 
≪話す力（発表）≫ 
身近なテーマについて、自分の考
えを伝えるために適切に補助資料
などを用いて、発表をすることが
できる。        
≪書く力≫  
身近なテーマについて、自分の気
持ちや考えを含んだ、一貫性のあ
る英文を書くことができる。  
≪聞く力≫  
身近なテーマについて、自然な速
度で話されるまとまりのある英
語を聞いて、話し手の意図を的確
に理解することができる。 
≪読む力≫  
身近なテーマについて書かれたま
とまりのある英文を読み、書き手
の意図を的確に読みとったり、伝
記や簡単な物語を読み、概要を理
解したりすることができる。 
≪統合的な力≫ 
身近なテーマについて、聞いたり
読んだりしたことを活用して、自
分の考えを話したり書いたりする
ことができる。 

 

(3) 学習到達目標を年間指導計画と関連付ける 

 島根県義務教育庁義務教育課（2014）を参考にして、「目指す姿」と「学習到達目標（CAN-DO

リスト）」を年間指導計画と関連づけ、年間指導計画と「CAN-DO リスト」（表 2）を作成した。 

目指す姿と学習到達目標（CAN-DO リスト）を年間指導計画と関連付けるために、次の 5 つの点

に留意した。 

（1）学年別の到達目標の欄：年間指導計画の上部に年間で育成を目指すⅠ「目指す姿」、Ⅱ「学

習到達目標」、Ⅲ「知識・技能」を書き入れ、教師が指導計画を作る際に一年間で育成を目指す
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学習到達目標が一目で分かるようにした。 

（2）CAN-DO の具体化の欄：１年間で育成を目指す学習到達目標を実現するために、各単元では

「何をどのようにできるようにさせるのか」を具体的に考え、「1 つの単元や複数の単元で育成

を目指す CAN-DO」を記述した。例えば、『Sunshine English Course 3』（松畑・佐野監修、2014）

の Program 1 では、年間の学習到達目標の「読むこと」の目標の実現を目指して、教科書を使っ

て「野菜や果物の起源について書かれた文章を読んで、その概要を的確に理解する力」の育成を

目指す。言語活動の内容の「身近なテーマ」が、「野菜の歴史や起源」と具体化されている。さ

らに、どのような条件でできるのかを具体的に記述する。一年間で長期的に付けたい力である年

間の学習到達目標を「学習到達目標」と表記し、1 つか複数の単元で短期的・中期的に付けたい

力として書き出した目標を「CAN-DO」と表現することにした。 

（3）領域別の列：5領域の中で特に育てたい重点となる領域と、指導の過程で副次的に関わる重

要な領域を明示した。これがあることで、年間の指導の中での 5 領域の指導のバランスを一目で

わかるようにした。 

（4）定着を図るための帯学習の欄：定着を図るための帯学習（モジュール学習）を入れることで、

単元や授業の構成をあらかじめ授業者がイメージして望めるように工夫した。 

（5）評価の欄：「CAN-DO」に書き出した力を、いつ、どのように評価するのかという、評価場面

を書き出した。 

 

表 2 年間指導計画と「CAN-DO リスト」（3学年）（一部のみ掲載） 
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(4) 「自律的な英語学習者としての態度目標」と「学習到達目標」を生徒と共有する

1 年間で身につけさせたい「学習到達目標」を、生徒にとってわかりやすい表現にして目標を

教師と生徒が共有し、生徒が主体的に学習に取り組み、目標に準じて生徒自身が振り返りを行っ

て自分の変化を把握することができるように、生徒と共有用の「CAN-DO リストとアンケート」（以

下、「共用 CAN-DO」と表記）（表 3）を作成した。その際、「目指す姿」に示される「自律的学び」

や「他者や世界に関心をもち」といった、「自律的な英語学習者としての態度目標」も生徒と共有

したいと考えた。そこで、上段に生徒の「英語学習への動機を把握するアンケート項目」や「コ

ミュニケーションの態度目標」に関する項目（1～11）を、下段に学習到達目標に基づく項目（12

～22）をというように、目標を大きく二つに分けて記述した。 

表 3  CAN-DO リストとアンケート「共有 CAN－DO」（注：4 月（鉛筆）7 月（赤ペン）12 月（青ペン）3 月（緑ペン））

64
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「共有 CAN-DO」では、その文言を見たときに生徒が「様々な単元での活動」や「筆記テストや

パフォーマンステスト」を思い出せるよう、表 2の年間指導計画と「CAN-DO リスト」に記述した、

1つの単元や複数の単元で育成を目指す「CAN-DO の具体」の文言と対応するように作成した。「共

用 CAN-DO」は年度初めに教師と生徒が共有し、教師と生徒が同じ目標に向かって進めるよう、授

業を行った。最初は、鉛筆でチェックを入れ、大きな単元の終わりや学期の終わりに色ペンを使

って、チェックをし直すことで、生徒が自己の成長を把握できるように工夫をした。 

項目 1～3 に示す質問は、「英語学習への動機」や「コミュニケーションへの動機」を生徒がど

の程度持っているかを把握するためのものである。学習の動機が低い生徒には、個別に声をかけ

るなどで役立てることができる。学習方略に関する項目 5～7 は、「自律的に学習する態度」を把

握するためのもので、項目 5、6は辞書の活用する態度と能力に関するものである。辞書の活用に

関して、現行の学習指導要領解説では「カ 辞書の使い方に慣れ，活用できるようにすること」

とある（文部科学省、2008、p49）。1年生では「積極的に辞書を引くこと」、2、3年生では「例文

をみて、語の使い方を理解することができたり、自分が書いた英文が正しいかどうかを検証した

りできること」のように、辞書活用の目標を設定し、授業の中でも繰り返し使う機会を設けた。 

項目 8～11 は、「コミュニケーションについての関心・意欲・態度」を把握するためのものであ

る。この資質・能力は、特に「話すこと（やりとり）」の力の土台となると考えた。項目 10「先

生や友達と会話をしている時に、分からないことがあると積極的に、“Pardon? One more time, 

please.”と聞き返し、“Will you speak slowly?”などと要求している。」は、本校の特徴的な項

目といえる。2012 年から「口頭でのやりとり」の研究を進める中で、「口頭でのやりとり」の場

面における「外国語理解の能力」の目標は、「相手が話すことをつぶさに理解すること」よりも、

「相手が話したことを、自分がどの程度理解したのかを伝える力（相手が話したことを繰り返し

て話すこと）」や「相手が話したことで、理解できなかったところを伝えること（わからなかった

単語を上げ調子のイントネーションで繰り返す、“I don’t understand.”と伝える等）」が重要

であると考えるようになった。項目 8～11 については、同様の項目を「コミュニケーションにつ

いての関心・意欲・態度」の評価規準とし、観点別学習状況の評価を行った。 

中学 3 学年全体の英語科目標リストと、各学年の CAN-DO リストとアンケート「共有 CAN-DO」

を本稿末に掲載した。 

2-2 「目指す姿」と「学習到達目標」の達成状況の把握

(1)「目指す姿」の達成状況と課題

「目指す姿」を具体化することで設定した「自律的な英語学習者としての態度目標」の達成状

況を把握するために、「共有 CAN-DO」の質問紙の、生徒の自己評価の 1～10について、4月実施分

と 3月実施分を円グラフ化して比較し変化を検討した。成果と課題を下記の 4点にまとめた。 

(1）「項目 2 友達や先生と英語でやりとりすることは、楽しいと思う」の項目では、4 月は「非

常に当てはまる」が 27％、「ややあてはまる」が 42％であったのに対し、年度末では「非常に当

てはまる」が 45％、「ややあてはまる」が 38％と肯定的な評価が増えており、一年間の学習活動

の成果があると認められる。 

(2）自律的な学習者を育てるための、辞書活用に関する 5、6の質問からは、「積極的に使う態度」
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については、一年間の中で十分な成長が確認できるが、「自分が書いた文が正しいかどうか辞書を

活用して検証する力」は指導することにはさらに力を入れる必要性が指摘できる。 

(3) 曖昧さに耐えながら、聞き続けたり読み続けたりする態度の育成は、授業を通して十分に育

てることができていると評価できる。 

(4）聞いていてわからない時に、相手に繰り返しを求めたり、ゆっくり話すことを求めたりする

力も、順調に上がっているが、その指導に重点をおいていた一学期後半の方が値は高くでており、

重点的な指導をしなくなった 2学期以降では値が下がっていた。 

 

(2) 「学習到達目標」の達成状況と課題 

「1 年間で育成を目指す学習到達目標」、「1 つの単元や複数の単元で育成を目指す CAN-DO リス

ト」、「指導した単元」、「評価方法」、「評価結果」及び「共有 CAN-DO の質問紙を使った生徒自身の

自己評価の変化」を並べて、指導が確実に行われたかどうか、生徒が確実に力をつけていたとい

えるかどうかを、5つの領域ごとに評価した（表 4）。 

（a）話すこと（やりとり） 

年間の学習到達目標「身近なテーマについて、他者が話したことについて、手元にある写真や

資料を用いながら、適切なやり取りをすることができる」に対して、「CAN-DO」は、①「自分の経

験、継続してきたこと、やり終えたことや、過去のこと、未来のこと、将来の夢や希望などにつ

いて、相手が話したことに適切に応答しながら 3 分間程度会話を続けることができる（６月に会

話テスト実施）」と、②「人の意見を聞いたり、読んだりして、その意見に賛成・反対の立場を明

らかにし、その理由を表現することができる（1月に会話テスト実施）」の 2つを設定した。 

6 月に行った教師の評価では、「概ね満足（ｂ）」に満たないと評価した生徒が 7％であったが、

生徒の自己評価では 23％の生徒が「あまりあてはまらない」か「全くあてはまらない」と回答し

ており、教師の評価に比べて、生徒の自己評価が低かった。「生徒が何をどのようにできて、どこ

に課題があったのか」を教師が適切に生徒にフィードバックができていない可能性が考えられる。 

また、6 月と 1 月の 2 回実施したやりとりの評価では、「概ね満足（b）」に満たない生徒が、6

月では 7％で、1月では 8％と、どちらもほぼ同じ生徒が「概ね満足」に至っていなかった。適切

な学習支援がなされていたかを再検討する必要がある。1 回目の「やりとりのテスト」はシチュ

エーションカードを生徒が一枚引いて、カードに書かれる目的・場面・状況に合わせて、「生徒が

積極的に話して、相手を〇〇に誘う」という設定であったのに対し、2 回目は特定のトピックを

生徒が 1 つ引いて、そのトピックについて生徒が賛成・反対の意見を述べたのち、そのテーマに

関する教師からの質問に答えていくというものである。「CAN-DO」と対応するように「やりとり」

のテストの内容が違うものになっている。同じタイプのテストを 2 度実施して、より達成感を高

めていくという方法もある。しかし、「目的・場面・状況に応じた適切なやりとり」を到達目標に

している以上、多様なタスクを行う中で、多様な評価方法を試していく必要があると考えた。 

（b）話すこと（発表） 

年間の学習到達目標である「身近なテーマについて、自分の考えを伝えるために適切に補助資

料などを用いて、発表することができる」に対して、「CAN-DO」は、①「自分の考えや意見を論理

的にわかりやすく伝えること」と、②「目の前にある写真や絵に描かれる人や物について、その 
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表 4 「学習到達目標」(5 領域)の達成状況 

名前やどんな人・物であるか、詳しく説明することができる」の 2 種類を設定した。この 2 つの

項目は、別々のテストで評価するのではなく、「日本文化を紹介しよう（スピーチテスト）」で評

価した。しかし、実際に使用した評価シート（表 5）では、「まとまりよく話しているか」と「詳

しく説明しているか」は、「内容」という 1 つの項目で総合的に評価している。1 つの CAN-DO に

対して、１つのテスト（あるいは１つの問題）としたほうが、生徒へのフィードバックも分かり
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やすくなると考えられる。どのようなテストでその学習到達目標の到達度を測るのか、検討が必

要である。 

 

表 5 評価シート（日本文化を紹介しよう） 

（c）「書くこと」 

 年間の学習到達目標「身近なテーマ

について、自分の気持ちや考えを含ん

だ、一貫性のある英文を書くことがで

きる」に対して、「CAN-DO」は、①「賛

成・反対の立場を明らかにし、その理

由を表現する」、②「気持や考えを論理

的にわかりやすく、まとまりのある英

語で伝える」、③「詳しく説明する」の

3つを設定した。このうち、①、②につ

いては 2 学期末の定期テストで記録に

残す評価を行っているが、③の力を測

るライティングのテストを実施していなかった。 

 教師の評価は、「概ね満足（ｂ）」に満たない生徒が 13％であったが、否定的な自己評価をして

いる生徒は、①16％、②15％、③15％で、「書くこと」については、「話すこと」に比べて、教師

の評価と生徒の自己評価の差異が少なかった。また、①、②、③の 3 つの「CAN-DO」はそれぞれ

同じ言語活動の題材や条件で「話すこと」の指標が存在しているが、4月当初では、全体的に「話

すこと」よりも「書くこと」の方が得意であると感じていた生徒が多かったのに対し、3 月の調

査では、「話すこと」も「書くこと」も同程度まで力がついたと生徒が感じていることが分かった。

生徒の自己評価からは、5 領域がバランスよく指導されていると評価できる。 

（d）「聞くこと」 

 年間の学習到達目標「身近なテーマについて、自然な速度で話されるまとまりのある英語を聞

いて、話し手の意図を的確に理解することができる」に対して、「CAN-DO」は全く同じ文言で 1つ

だけしか設定されていない。話すこと（やりとり）」の指導と評価や「話すこと（発表）」の指導

と評価については、長年の実践の積み上げがあり、指導方法や評価方法にも多様なパターンを持

っているため、生徒と共有する段階でも、ある程度具体的に示すことができている。一方で、「聞

くこと」の力を高める指導や評価の検討をこれまで十分に行っていないことから、聞くことを中

心にした単元も、年間指導計画上では 3つしか設定されておらず、しかも、そのうち 1つは他の

単元の指導に時間を取られて、実施されていなかった。    

1 学期の定期テストについては、「聞くこと」と「読むこと」の合計点を「理解の得点」として

記録して残していたため、1学期の段階での「聞くこと」の評価の実態を把握できなかった。し

かし、「聞くこと」をゴールにした単元や指導が不十分であるように見えるにも関わらず、2学期

に行った定期テストの「聞くこと」の力では、「概ね満足（ｂ）」に満たなかった生徒は全体の 1％

だけであり、5領域のうちで最も教師が高い評価を与えていた。その理由は、「話すこと」や「書
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くこと」を育てる単元でも、友達や先生が話す言葉を多く聞く機会があったり、話すことの練習

として、教科書に付随する CDを使ってシャドーウィングをしたりする中で、生徒が聞くことの力

を伸ばしていたことが考えられる。次期中学校学習指導要領外国語科(文部科学省、2017)で聞く

ことの目標には、「概要を理解すること」、「必要な情報を聞き取ること」、「要点を捉えること」の

3つの聞き方が示されており、これらを「CAN-DO」として適切に設定し、それに対応する評価を

行っていくことが今後の課題として考えられる。 

（e）「読むこと」 

 年間の学習到達目標「身近なテーマについて書かれたまとまりのある英文を読み、書き手の意

図を的確に読み取ったり、伝記や簡単な物語を読み、概要を理解したりすることができる」に対

し、「CAN-DO」は、①「グラフなどを伴う 2つ以上の物を比較する文章や、説明文、メールで相手

の人が伝えたいことなどを読んで、書き手の意図を理解することができる」、②「身近なテーマに

ついて書かれたまとまりのある英文を読み、書き手の意図を的確に読み取ったり、伝記や簡単な

物語を読み、概要を理解することができる」の 2 つを設定した。定期テストでの読解問題の①は

100 語程度の中文の問題を想定、②は 300 語程度の長文の問題を想定した「CAN-DO」である。 

読むことについて指導を行った単元では、「読んだことについて感想を書く」、「読んだことにつ

いて考えを書いて伝える」といった技能統合型の言語活動を行った。丁寧な文法の説明や訳読を

することなく、何を読み取り、読み取ったことに対して何を感じたのかを話したり、書いたりし

て伝え合う活動を重視して指導を行った。テストの問題でも、読んで理解したことについて本文

中の英語を使って答える問題など、理解しているだけでなく、「自分がどのように理解したのかを、

日本語や英語で適切に表現できて初めて得点となる」という問題を 2学期には多く出題した。 

①に関して、定期テストにおける「読むこと」の問題を再分析したところグラフを伴う二つの

物を比較する文章は、1題も出題していなかった。「CAN-DO」は、どんなテスト問題を使って、あ

るいはどんなパフォーマンステストを使って評価するか、事前に想定をしながら設定をすること

が重要であり、目標、指導、評価の一体化を目指していく必要がある。また、1 学期の定期テス

トでは「聞くこと」と「読むこと」の合計点を「理解の得点」として記録して残していたため、1

学期の段階での「読むこと」の評価の実態を把握することができなかった。2 学期に行った定期

テストにおいても、①に係る問題と、②に係る問題の得点の合計点として記録していたため、そ

れぞれの力についての到達目標が把握できなかった。「聞くこと」と同様に、次期中学校学習指導

要領（文部科学省、2017）で目標にある「概要の理解すること」、「必要な情報を読み取ること」、

「要点を理解すること」が適切に反映された「CAN-DO」に書き換えていく必要性がある。 

（f）「統合的な力」 

 統合的な力の学習到達目標は、「身近なテーマについて、聞いたり読んだりしたことを活用して、

自分の考えを話したり書いたりすることができる」に対して、「CAN-DO」は「身近なテーマについ

て、聞いたり読んだりしたことについて、その内容をメモ等を使いながら伝達したり、自分の意

見や考えを述べることができる」として「話すこと」「書くこと」の 2つを設定した。 

 指導を行った単元における言語活動では、「野菜や果物の歴史や起源について読んだことを地図

にメモして、読んだ内容を地図やメモを活用して話す活動」、「読んだことについて、問答をし合

う活動」、「読んだことについて自分の感想を口頭で述べあう活動」が多く行われていたが、「読ん
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だことについて、話す力」の目標の達成状況を把握することは時間数が十分とれずできなかった。 

 2 学期の定期テストでは「聞いたことについて、賛成・反対の立場を明らかにして自分の考え

を書く問題」や「読みとったことに基づいて自分の感想を書く問題」を行った。また、単元末に

行ったライティング・リレイでは、友達が書いた意見や考えについて、自分の考えを書くタスク

を記録に残す学習評価に活用するなど、技能統合的な力を測る評価を多く行った。 

 教師が「努力を要する（c〇）」と判定した生徒が 10％、「一層努力を要する（c）」と判定した

生徒が 5％いたことは、「書くこと」の評価と同様に、定期テストにおける「読むこと（中文や長

文の問題）」に時間を多く割いてしまい、「書くこと」の問題で無回答だったたり、十分な時間を

割くことができなかった生徒が存在していたからである。このような状況では、測りたい力を適

切に測ることができているとは言えない。単元末のテストを実施して授業の中で学習評価を行う

などして、それぞれの CAN-DO 項目について、生徒がどの程度到達していたのかを評価し、それを

フィードバックして、次の学習につなげていけるよう支援していくことが必要である。2016 年度

は 5 領域の「学習到達目標」とは別に「技能統合的な力」を書き出し、技能統合的な力の指導と

評価を重点的に行ったが、一つの評価方法で複数の CAN-DO 項目の到達状況を評価しようとしてい

たり、記録に残す評価ができていなかったりした項目もあったことから、限られた授業時間の中

で指導と評価を行っていくことを考えると、目標の精選が必要であることが明らかになった。 

 

2-3 まとめ  

 「年間で育成を目指す学習到達目標」「１単元や複数の単元で育成を目指す CAN-DO」「実際に指

導した単元」「評価方法」「評価結果」及び「CAN-DO に基づく生徒の自己評価の変容」を並べて検

討することは、目標に準拠した指導と評価を着実に進めていくために非常に有益な方法であると

いえる。このことにより、①学習到達目標や CAN-DO の目標設定が適切かどうか、②実施に指導し

たか、③評価をしたか、④到達状況、⑤フィードバックが適切かなどを検証することができた。

本実践では、①学習指導が適切であったかの検討と、②「テスト問題」や「パフォーマンステス

ト」の信頼性、妥当性の検討を行ってはいない。今後、学習評価の信頼性や妥当性を検証し、一

層指導と評価の一体化を図っていくことが重要であると考える。 
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1 私は英語の学習が好きである。 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

2 友達や先生と英語でやりとりをすることは楽しい。 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

3 英語で相手に自分の考えや気持ちを伝えることは楽しい。 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

4
分からない単語がある時や、表現の仕方が分からない時に、積極的に英和辞
書や和英辞書を使っている。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

5
辞書を引いたら、品詞を調べたり、発音を理解したり、例文をみて、使い方を理
解することができる。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

6
表現の仕方が分からない時に、英語で先生にHow do you say～？What does
～mean?を使って聞いている。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

7
友達や先生と英語で会話をしている時や、スピーチの発表の時には、多少の間
違いを恐れずに、積極的に英語で話している。（１年）

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

8
英語を聞いたり、読んだりしている際、多少分からない事があっても、そのわか
らさに耐えながら、内容に関心をもって、聞き続けたり、読み続けたりしている。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

9
友達や先生と英語で会話をしている時に、分からないことがあると、Pardon?
One more time, please.と聞き返したり、Will you speak slowly?などと要求する
ことを、積極的にしている。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

10
友達や先生と英語で会話をしているときに、自分が表現したいことが英語で分
からない時でも、知っている単語を並べたり、身振り手振りを交えたりして、相
手に伝えようとしている。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

11
自分のこと、相手のこと、自分の身の回りの人・ことなどについて（趣味・学校の
こと・好きな事・部活などをテーマに）、ＰＱＲを駆使して、会話を続けることがで
きる。（１分程度）

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

12 聞いたり、読んだりした内容について、相手に簡単に伝えることができる。

12 　話す 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

13 　書く　   １　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　・　　　　４

14 　話す 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

15 　書く　   １　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　・　　　　４

16 　話す　 １　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

17 　書く　   １　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　・　　　　４

18 　話す　 １　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

19 　書く　   １　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　・　　　　４

書くこと
（基本）

20
大文字で書き始める、文末に　. / ! / ? を必ず付ける。文と文の間は２スペース
程度空ける　というルールをいつでも守って、英文を書くことができる。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

22
身の回りのことについてはっきり話される英文を聞いて、目的・場面・状況に合
わせて何を聞かなければいけないのかを自分で判断して聞き取ることができ
る。（だいたいの内容が理解できる）

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

23 電話のメッセージや、人からの依頼に対して、適切に応じることができる。 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

24
身の回りのことについて書かれた簡単な英文を読んで、目的・場面・状況に合
わせて何を読み取らなければいけないのかを自分で判断して聞き取ることがで
きる。（だいたいの内容が理解できる）

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

25
メモ、手紙、町の看板など、簡単な言葉で書かれた英文を読んで、内容を理解
できる。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

読むこと

聞くこと

１年生　共有ＣＡＮ―ＤＯリスト

学習方略

コミュニ
ケーション

スキル

1年間で目指す姿：　　自ら学ぼうとし、多少の間違いを恐れることなく、積極的に他の人と伝え合うことができる。

全く当てはまらない　　　あまり当てはまらない　　　まぁまぁ当てはまる　　　　非常に当てはまる
１　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　３　　　　　　　　　　　　　　　　　４

アンケート

話すこと
（発表）

書くこと

自分が住んでいる場所、興味があること、好きな教科やスポーツなど、自分の
ことについてたくさん表現することができる。

自分の友達や家族や学校の先生など自分の身の周りの人たちについて紹介
することができる。住んでいる場所、興味があること、容姿、性格、趣味など、た
くさん表現することがでいる。

自分の好きな本、映画、マンガなどについて説明することができる。好きなキャ
ラクタ－、キャラクターの性格、簡単なストーリーなどを、まとまりをもって表現す
ることができる。

写真や絵を見せながら、様子や状況について簡単に表現することができる。

コミュニ
ケーション
への関

心・意欲・
態度

話す事
（やりとり）

１回目 ２回目 ３回目 ４回目
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1 私は英語の学習が好きである。 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

2 友達や先生と英語でやりとりをすることは楽しい。 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

3 英語で相手に自分の考えや気持ちを伝えることは楽しい。 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

4
分からない単語がある時や、表現の仕方が分からない時に、積極的に英和辞
書や和英辞書を使っている。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

5
辞書を引いたら、品詞を調べたり、発音を理解したり、例文をみて、使い方を理
解することができる。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

6
表現の仕方が分からない時に、英語で先生にHow do you say～？What does
～mean?を使って聞いている。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

7
友達や先生と英語で会話をしている時や、スピーチの発表の時には、相手のこ
とを「知りたい」、自分のことを「伝えたい」という気持ちをもって、コミュニケーショ
ンをしている。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

8
英語を聞いたり、読んだりしている際、多少分からないことがあっても、そのわ
からなさに耐えながら、内容に関心をもって聞き続けたり、読み続けたりしてい
る。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

9
・友達や先生と英語で会話をしている時に、分からないことがあると、Pardon?
One more time, please.と聞き返したり、Will you speak slowly?などと要求する
ことを、積極的にしている。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

10
友達や先生と英語で会話をしているときに、自分が表現したいことが英語で分
からない時でも、知っている単語を並べたり、身振り手振りを交えたりして、相
手に伝えている。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

11
将来したいこと、自分が過去にした経験や、今後の予定、自分のことなどにつ
いて、ＰＱＲを駆使して、２分程度会話を続けることができる。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

12 聞いたり読んだりした内容について、相手にまとまりよく伝えることができる。 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

13 道案内をすることができる。 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

14 話す　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

15 書く　  １　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　・　　　　４

16 話す　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

17 書く　  １　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　・　　　　４

18 話す　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

19 書く　  １　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　・　　　　４

20 話す　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

21 書く　  １　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　・　　　　４

22 話す　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

23 書く　  １　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　・　　　　４

24 話す　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

25 書く　  １　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　・　　　　４

26
身近なテーマについて、自然な速度で話されるまとまりのある英語を聞いて、
話手の意図を的確に理解することができる。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

27 電話のメッセージや、人からの依頼に対して、適切に応じることができる。 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

28
身近なテーマについて書かれたまとまりのある英文を読んで、目的・場面・状況
に合わせて何を読み取らなければいけないかを自分で判断して的確に理解す
ることができる。（特に必要な情報の聞き取り）

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

29 メモ、手紙などまとまりある言葉で書かれた英文を読んで、内容を理解できる。 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

聞くこと

読むこと

コミュニ
ケーション
への関

心・意欲・
態度

話すこと

話すこと
（発表）

書くこと

昨日のこと、週末にしたこと、長期休暇にしたことなどを、まとまりよく表現するこ
とができる。

明日の予定や、今後の予定、未来の旅行の予定などを、まとまりよく表現する
ことができる。

自分のお気に入りの場所や、印象的な場所、自分が住んでいる町などを、まと
まりある英語で表現することができる。

将来の夢や自分がどう生きたいかについて、その理由、自分の経験や気持ち、
考えをふまえて表現することができる。

相手にアドバイスするや、自分がすべきこと、やる必要がないこと、などを表現
することができる。

身近なテーマについて、自分の意見や考えについて、わかりやすく、まとまりよ
く表現することができる。

学習方略

コミュニ
ケーション

スキル

２年生　共有ＣＡＮ－ＤＯリスト

一年間で目指す姿：
    自ら学び、「伝えたい」「知りたい」という気持ちをもって、相手に配慮しながら（相手意識のある）、互いの気持
ちや考えを適切に伝え合うことができる

全く当てはまらない　　　あまり当てはまらない　　　まぁまぁ当てはまる　　　　非常に当てはまる
１　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　　３　　　　　　　　　　　　　　　　　４

アンケート

１回目 ２回目 ３回目 ４回目



75 

  

1 私は英語の学習が好きである。 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

2 友達や先生と英語でやりとりをすることは楽しい。 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

3 英語で相手に自分の考えや気持ちを伝えることは楽しい。 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

4
分からない単語がある時や、表現の仕方が分からない時に、積極的に英和辞
書や和英辞書を使っている。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

5
辞書を引き、例文をみてその語の使い方を確認することで、自分が書いた英文
が正しいかどうか、検証することができる。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

6
表現の仕方が分からない時に、英語で先生にHow do you say～？What does
～mean?を使って聞いている。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

7
英語で話したり、書いたりする時は、相手の人や世の中に関心をもち、積極的
に自分の気持ちや考えを伝え合っている。（３年）

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

8
英語を聞いたり、読んだりしている際、多少分からない事があっても、そのわか
らさに耐えながら、内容に関心をもって、聞き続けたり、読み続けたりしている。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　4

9
友達や先生と英語で会話をしている時に、分からないことがあると、Pardon?
One more time, please.と聞き返したり、Will you speak slowly?などと要求する
ことを、積極的にしている。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

10
友達や先生と英語で会話をしているときに、自分が表現したいことが英語で分
からない時でも、知っている単語を並べたり、身振り手振りを交えたりして、相
手に伝えようとしている。

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

12
自分の経験、継続してきたこと、やり終えたことや、過去のこと、未来のこと、将
来の夢や希望、などについて、相手が話したことに適切に応答しながら、会話を
続ける事ができる。（３分程度）

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

13 話す　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

14 書く　  １　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　・　　　　４

15 話す　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

16 書く　  １　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　・　　　　４

17 話す　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

18 書く　  １　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　・　　　　４

19 話す　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

20 書く　  １　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　・　　　　４

20
身近なテーマについて、自然な速度で話されるまとまりのある英語を聞いて、
目的・場面・状況に合わせて何を聞かなければいけないのかを自分で判断して
的確に理解することができる。（特に、要点や話し手の意図の聞き取り）

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

21 電話のメッセージや、人からの依頼に対して、適切に応じることができる。 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

22
身近なテーマについて書かれたまとまりある英文を読んで、目的・場面・状況に
合わせて何を読み取らなければいけないのかを自分で判断して読み取ることが
できる。（特に書き手の意図や要点の読み取り）

　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

23 伝記や簡単な物語を読み、概要を理解することができる。 　１　　　　　・　　　　２　　　・　　　　３　　　　･　　　　４

聞くこと

学習方略

コミュニ
ケーション

スキル

３年生　共有CAN-DOリスト

卒業時の目指す姿：
　自立的に学び、他者や世界に関心をもち、聞く・話す・読む・書くことを必要に応じて組み合わせながら、互いの気持ち
や考えを適切に伝え合うことができる

全く当てはまらない　　　あまり当てはまらない　　　まぁまぁ当てはまる　　　　非常に当てはまる
１　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　３　　　　　　　　　　　４

アンケート

コミュニ
ケーション
への関

心・意欲・
態度

話す事
書く事

（やりとり） 人の意見を聞いたり、読んだりして、その意見に賛成・反対の立場を明らかに
し、その理由を表現することが出来る。

話すこと
（発表）

書くこと

あるトピックに対して、自分の考えや意見、気持ちを論理的にわかりやすく、ま
とまりのある英文で相手に伝えることができる。（When, Because, So, And , If ,
But , First , Secondなどの表現を使って）

目の前にある写真や絵に描かれている、人や物について、その名前やどんな
人・物であるか、詳しく説明することができる。（過去分詞や現在分詞の後置修
飾、関係代名詞を使って）

身近なテーマについて、聞いたり読んだりしたことについて、その内容をメモ等
を使いながら伝達したり、自分の意見や考えを述べることができる。（I think, I
believe, because, whenなどを使って）

読むこと

１回目 ２回目 ３回目 ４回目


